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成長と挑戦の１年に 

                                     校 長 大槻 亨  

 １月１０日（月）から１２日（水）にかけてＦ組のスキ 

ー移動教室を実施しました。オミクロン株の拡大により、 

新型コロナウイルス感染者数の急増する中で不安を抱えな 

がらの実施でしたが、無事故で戻ってくることができまし 

た。また、たった１日半のスキー実習でしたが、初日に全 

く滑れなかった生徒たちが、２日目にはリフトに乗ってス 

イスイ滑れるようになり、その成長ぶりには驚かされまし 

た。これもできないことを挑戦しようとする姿勢があれば 

こその成長だと感じました。 

 自分が成長するために、失敗を繰り返すことは大切なことです。誰しもが失敗を恐れ、挑戦を避け

てしまいがちですが、それではいつまでも自分の成長につながりません。成功の反対は失敗ではな

く、挑戦しないことです。何事にも挑戦することを恐れず、成長の１年としたいものです。 

 さて、昨年の世相を表す「今年の漢字」に「金」が選ばれました。金が選ばれたのは４回目で、い

ずれもオリンピック・パラリンピックが開催された年に選ばれています。１回目は、2000年のシドニ

ーオリンピックで、女子フルマラソンの髙橋尚子選手や女子柔道の田村亮子選手が金メダルをとった

年でした。２回目は、2012年のロンドンオリンピックで、それまでのメダル数を更新した年でした。

３回目は、リオ・デ・ジャネイロオリンピックで、それまでで最多のメダル数を獲得した年にも金が

選ばれたわけです。そして、昨年の2020東京大会では、史上最多の金メダルを獲得し、多くの金字塔

が打ち立てられました。選手たちの活躍は、それだけ人々の心を動かす力があるのだと感じさせられ

ます。この他にも、大谷翔平選手が大リーグMVPを満票で受賞する等、リアル二刀流でシーズンを通し

て活躍し、ゴルフでは松山英樹選手による日本人初のマスターズ制覇、将棋界では藤井聡太棋士の最

年少四冠達成等、国内外でこれまで成し得なかった多くの金字塔が打ち立てられました。コロナ禍で

勇気を与えられた明るい出来事でした。これからも多くの人たちが打ち立てる金字塔に注目をしてい

きたいと思います。２月から北京で始まる冬季オリンピック・パラリンピックも心を動かす素晴らし

いスポーツの祭典となることを期待してやみません。そして、３年生の受験が本格的に始まる今、合

格の金字塔を勝ち取れるように期待していきたいと思います。 

 今年の干支は寅年です。中国伝来の十二支は、もともと植物が循環する様子を表しており、その年

の特徴につながるといわれています。寅は十二支の３番目で、子年に新しい命が種の中で芽生えはじ

め、丑年には種の中で育ち伸びるのを待っている状態で、寅年は春が来て根や茎が生じて成長する時

期、草木が伸び始める状態だとされています。今年は、種の中で育った新しい芽が「成長する」つま

り、新しい日常が「始まる」年になって欲しいものです。何としてもコロナ禍を乗り越え、「今年の漢

字」に明るい漢字が選ばれるような１年としていきたいと思います。 

谷原中だより 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２月の予定から 
日 曜 おもな予定  日 曜 おもな予定 

1 火                  専門委員会  1４ 月 
あいさつ運動(1年) 生徒朝礼 

3年 都立再提出        小中一貫運営委 

2 水 3年 都推発表・手続       区中研発表会  1５ 火 3年 修学旅行事前健診 

3 木 2年 ｽｷｰ移動教室  1６ 水                   職員会議 

4 金  3年 都立一次出願(〆切)  17 木 避難訓練 情報活用能力調査(2B) 

5 土   18 金                 学校評議員会 

6 日   19 土  

7 月 朝礼 『2年 振替休業日』  20 日  

8 火                  中央委員会  21 月 3年 都立一次入試(1日目) 

9 水 1年 校外学習 ⇒ 3/16に延期  22 火 学年末考査(全学年：) 

10 木 3年 私立一般入試(始) 都立取下げ  23 水 『天皇誕生日』 

11 金 『建国記念の日』  24 木 学年末考査(全学年：) 

12 土 
第二土曜授業日 ⇒ 授業公開中止 

新入生入学説明会 
 25 金 

学年末考査(1･2年：) 

 3年 修学旅行 

13 日   26 土  

    27 日  

    28 月 
あいさつ運動(2年) 文化発表会準備週間(始) 

『3年 振替休業日』 

有終の美 

                                 第３学年主任 平野 早織 

 ２月に入ると残りの授業日数は３３日です。もう一人一回日直は回ってきません。３年生はこの短い期

間に「自分の進路」を決め、「文化発表会」で谷原中の伝統を後輩へ引き継ぐという大任を担っています。

そして義務教育最後の行事「卒業式」を成功させなければなりません。困難に立ち向かい、最後まで努力

を続ける強い行動力、友を思い互いに支え合う堅い絆、感謝の気持ちを忘れない謙虚な心を見せてくださ

い。残された学校生活の中で多くの人の“記憶に残る学年”にしていきましょう。 

３年生“０”学期 

                                 第２学年主任 前田 健太 

 “一年の計は元旦にあり”新しい年を迎えて皆さんはどのような目標を立てましたか？勉強、部活動、

趣味や特技、習い事 … 目標は人それぞれ違ってかまいません。一年後、色とりどりの花を咲かせて大き

な実を結ぶために３学期を「３年生“０”学期」ととらえ、種を蒔く準備をしましょう。土を耕し、肥料

を入れ、春の芽吹きを待ちましょう。やがて若葉は大地に根を張り太い幹が育ちます。この時期をどれだ

け本気で過ごすかで一年後の結果が大きく変わってきます。一年後の自分の姿をイメージして、目標をも

って生活していきましょう。 

“先輩になる”という自覚 

                                 第１学年主任 藤並 邦治 

 「入学おめでとうございます」そんな言葉で始まった中学校生活でした。何もかもが新しいことずくめ

で戸惑うことばかりでしたが、優しい先輩たちに導かれて全力で走ってきました。これまでは、ただ先輩

について行くだけで良かったが学校生活です。しかし、あと二ヶ月もすると新入生が入ってきて皆さんは

“先輩”と呼ばれるのです。新しい年を迎えるにあたり“先輩になる”という自覚をもってほしいと思い

ます。大人への階段を一つ上がって行きましょう。 


